
方
分
権
の
意
義
は
、

地
域
住
民
の
意
向
を

よ
り
よ
く
反
映
し
た

行
政
ス
タ
イ
ル
を
確

立
す
る
こ
と
で
あ

り
、
住
民
の
た
め
の

民
主
的
、
効
率
的
、
合

理
的
で
開
か
れ
た
行
政

が
重
要
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
行
政
の
持
つ

情
報
を
積
極
的
に
公
開

し
、
市
民
と
の
情
報
の

共
有
と
協
働
、
行
政
参

加
が
強
く
求
め
ら
れ
ま

す
。執

行
権
限
を
持
つ
執

行
部
と
議
決
権
、
監
視

機
能
を
持
つ
議
会
が
互

い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が

ら
協
力
し
、
市
民
の
負

託
に
応
え
る
よ
う
、
調

和
の
と
れ
た
香
美
市
建

設
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

皆
様
方
の
一
層
の
ご

指
導
ご
協
力
を
切
に
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

再
度
、
議
長
に
就
任

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
合
併
後
二
年
九
カ

月
が
経
過
し
、
ま
ち
づ

く
り
基
本
計
画
や
庁
舎

の
基
本
設
計
の
作
業
も

順
調
に
進
み
つ
つ
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
自
主

財
源
の
確
保
、
定
住
人

口
対
策
、
防
災
を
は
じ

め
と
す
る
安
心
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
等
、

本
市
の
抱
え
る
課
題
は

山
積
し
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
状
況
の
下
、

本
市
の
持
つ
可
能
性
を

最
大
限
に
生
か
し
な
が

ら
、
産
業
の
振
興
、
ゆ

る
ぎ
な
い
発
展
と
市
民

福
祉
の
向
上
に
努
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

今
、
地
方
分
権
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地

2

副
議
長
の
要
職
は
、
私

に
と
り
ま
し
て
こ
の
う
え

な
い
光
栄
で
あ
る
と
同
時

に
責
務
の
重
大
さ
を
痛
感

す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
我
が
国
は
世
界
に

例
を
見
な
い
ス
ピ
ー
ド
で

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
お

り
、
抜
本
的
な
対
策
が
急

務
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
行

財
政
改
革
が
需
要
課
題
で

あ
り
ま
す
。

議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能

を
一
層
強
化
す
る
と
と
も

に
、
政
策
立
案
能
力
を
向

上
さ
せ
、
民
意
を
的
確
に

反
映
し
た
市
政
の
実
現
に

努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
役
割
を
は
た

す
べ
く
、
市
民
の
皆
様
の

声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

皆
様
の
負
託
に
全
力
で
応

え
て
ま
い
り
ま
す
。

総
務
・
企
画
・
財
政
・
収
納
管
理
・
防
災
対
策
・
住

民
・
税
務
・
地
籍
調
査
・
消
防
・
出
納
・
監
査
・
選
管
・

開
発
公
社
・
香
北
支
所
・
物
部
支
所
を
担
当
し
ま
す
。

前列右より、前田泰祐、
○依光美代子、◎黒岩徹、山崎
晃子、後列右より、石川彰宏、
千頭洋一、竹平豊久、島岡信彦、
山　龍太郎

◎委員長、○副委員長

第11号 平成20年11月1日香 美 市 議 会 だ よ り

議長中澤愛水

副議長石川彰宏

保
険
・
福
祉
・
健
康
・
教
育
・
幼
保
支
援
・
生
涯
学

習
・
給
食
セ
ン
タ
ー
・
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
を
担

当
し
ま
す
。

前列右より、大岸眞弓、○大石
よし子、◎比与森光俊、山岡義
一、後列右より、矢野公昭、坂
本節、中澤愛水、小松紀夫

◎委員長、○副委員長

新しく
なった
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行
財
政
改
革
推
進
に
関

す
る
調
査
・
研
究
を
行
い

ま
す
。
委
員
は
次
の
と
お

り
で
す
。

大
石
よ
し
子
、
大
岸
眞
弓
、

小
松
紀
夫
、
竹
平
豊
久
、

西
村
芳
成
、
西
山
　
武
、

○
比
与
森
光
俊
、
前
田
泰

祐
、
◎
山
　
龍
太
郎
、
依

光
美
代
子
（
五
十
音
順
）

◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長

市
政
全
般
に
わ
た
る
調

査
・
研
究
を
行
い
、
執
行

部
に
意
見
提
言
を
行
い
ま

す
。
委
員
は
次
の
と
お
り

で
す
。

織
田
秀
幸
、
門
脇
二
三
夫
、

黒
岩
　
徹
、
◎
坂
本
　
節
、

島
岡
信
彦
、
○
千
頭
洋
一
、

矢
野
公
昭
、
山
崎
晃
子
、

山
　
龍
太
郎
、
依
光
美
代

子
（
五
十
音
順
）

◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長

平成20年11月1日 香 美 市 議 会 だ よ り 第11号

農
政
・
林
政
・
商
工
観
光
・
建
設
都
計
・
上
下
水
道
・

環
境
・
農
業
委
員
会
を
担
当
し
ま
す
。前列右より、片岡守春、○門脇二

三夫、◎竹内俊夫、織田秀幸、後
列右より、久保信彦、西山武、西
村芳成、山本芳男

◎委員長、○副委員長

さ
ま
ざ
ま
な
検
討
課
題

が
あ
り
、
議
員
全
員
が
委

員
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
小
委
員
会
を
設
置
す

る
こ
と
に
よ
り
、
細
部
に

わ
た
る
協
議
を
行
い
ま
す
。

小
委
員
会
の
委
員
は
次
の

と
お
り
で
す
。

石
川
彰
宏
、
大
石
よ
し
子
、

大
岸
眞
弓
、
◎
小
松
紀
夫
、

坂
本
　
節
、
○
竹
平
豊
久
、

西
村
芳
成
、
西
山
　
武
、

比
与
森
光
俊
、
前
田
泰
祐
、

山
本
芳
男
（
五
十
音
順
）

◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長

議
会
だ
よ
り
の
編
集
を

行
い
、
市
民
の
皆
様
に
議

会
の
様
子
を
お
知
ら
せ
し
、

市
政
の
情
報
を
共
有
で
き

る
よ
う
努
め
ま
す
。
委
員

は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
大
岸
眞
弓
、
門
脇
二
三

夫
、
◎
小
松
紀
夫
、
千
頭

洋
一
、
比
与
森
光
俊
（
五

十
音
順
）

◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長

議
会
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
必
要
な
事
項
に
つ

い
て
協
議
し
ま
す
。

前列右より、大岸眞弓、○前田泰
祐、◎山本芳男、坂本節、後列右
より、山　龍太郎、黒岩徹、西山
武、竹内俊夫、比与森光俊

◎委員長、○副委員長


